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１０月を目前にして朝晩が過ごしやすい気温となり、ようやく秋の訪れを感じる季節となり

ました。日中の暑さも少しずつ和らいで、「スポーツの秋」に限らず、「読書の秋」「芸術の秋」

「食欲の秋」と、大変清々しく活動するにはとても良い季節です。 

９月下旬より、運動部活動の生徒は、いよいよ新体制となって初の公式戦である「新人戦」

に挑みます。放課後の部活動も時間を延長して、個人技やチーム力の向上のために、生徒と顧

問が共通の目標に向かって、日々練習に取り組んでいます。 

新人戦開催に伴い、先月１９日には壮行会を行いました。壇上で３名の代表生徒の選手宣誓

を受け、力強さと清々しさを感じ、指扇中学校の生徒は皆、最後まで諦めず、気を抜かず、ル

ールを重んじて、全力で対戦相手に挑んでくれることを確信しました。併せて、運動・スポー

ツを通じて一番養ってもらいたいことも伝えさせてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

これは、バスケットボール日本代表 ジョシュ ホーキンソン選手の言葉です。１人異国の地

で暮らしながら、プロバスケットボール選手として生活を送ることに苦労し、ホームシックに

なった時期もあったようです。しかし、日本人選手との積極的な交流により、日本をより好き

になり、日本語を猛勉強して日本国籍を取得した後、初めて日本代表としてワールドカップに

臨み、大活躍へと繋がったそうです。国籍に関係なく、同じスポーツを愛好する仲間を思いや

る心、支え合い、切磋琢磨する心などは、スポーツの世界に限らないと思います。人として社

会を生きていくために必要な行いと同じように思えます。そのためにも、生徒たちも試合時間

一秒一秒を大切に、全力で挑んでくれることを期待しています。 

 

令和７年１０月１日（水） 第６号 ～自信と誇りに満ちた指中生～ 

他の人の助けがなければ、その文化に飛び込むのは難しい。新しい食べ物を試しに連れ

ていってくれたり、言葉を教えてくれたり、観光に連れていってくれたりと手伝ってくれた

人がたくさんいた。だから、僕をここまで導いてくれた人々に心から感謝して、日本代表と

してプレーし、活躍することで恩返ししたいと思った。 



 

 


